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4 用途上からの分類

常置信号機は主信号俊 ・ 従属信号織および信号付属織の 3 つ

に分けられている。主信号機 (rn ain s i gnal ) は一定の防護区域を

も っている信号畿で， この信号繊の信号現示によって列車の安

全を保罰Eするものである。従属信号機は遠方信号俄・通過信号

機一および中継信号畿を総称した名称であって，いずれも主信号

般の現示する信号の見通しl1é艇を補うことを主目的として，主

信号畿の外方に設けられている。この信号僚は独立して設けら

れてはいるが， 防護区域をもっていなし、から信号の定義に反す

るようであるが，主信号慢の欠陥を布Iìうものであるから，信号

の部門に入るのである。信号付属機とは進路表示俊， 進路予告

僚を総称した名称で ， 主信号 5 腕木式信号機

機によ ってはいずれの進路に (場内信号峨または出発信号線J

進入してよいか明らかでない Il______j，Il ι 

場合に， これらの付属犠を添 f '

裟して，その進路を表示しま乙

たは予告するものである。

(1) 主信号機

ア 場内信号後 (horn e sigｭ

nal) 停車場情内の列車を進

入させる線路には， 転轍緑や

平而交差などがあり ， また車

両の入換等のため，いつでも

機内に進入してさしっかえな

いとかぎらなし、。よって停車

場の入口には場内信号機を設 ぺi

けて，列耶が附こ進入して 1'_____.. 
よいかどうかを指示するので \乙 η

ある。 12 .

イ 出発信号機 (starti時 jjii i I ll 
signal) 停車場から進出す L__j し一」
る列車に対して，停車場内の線路が正当方向に開通しているか，

または停車場外の線路を運転してもよし、かを指示するために，

出発線の始点に出発信号機を設けるのを通例とする。ただし進

路上に転轍日誌がないか， あっても背向転轍探のみの場合，また

は発条転轍添の場合には出発信号般を省略 Lてもよいことにな

、ている。

ウ 閉塞信号後 (block signal) 列車の運転回数が少なかっ

たころは，停車場聞を 1 閉塞区間( 1 11[)j列車のほか同H寺に他の列

111を運転させないように定めた区域)としても不便はなかった

が，列車の運転回数が多くなってくると ， 停車場闘を l 閉塞区

間としてはまかなえなくなり，数区間に分割して停車場聞に同

時に数個列車を運転することになる。この場合には閉塞区間の

始点には信号機を設け，その区間に列車の進入することの可否

を指示する。これを閉塞信号機という。 |羽塞信号機は古íJに述べ

たように許谷信号畿であるので，絶対信号織と区別するために

信号僚の下位に白色灯 1 個を添装する。これを自動識別標識

(marker li ght) という。また上り勾配線上とかその手前に建値

された閉塞信号機は，その停止信号現示により列車が停止し

たとき， ふたたび運転を開始しようとしても ， 勾配線のため列
10 

JI[のひき w しが困難な場合がある。よって τ.000 の上り勾配線
に列車を停止させる よ うな位置に建植された閉塞信号般には，

承認を得て， 信号機が停止信号現示のと きでも停車することな

く 前途を確認し得るまで 15km/h 以下の速度をも って巡転する

ζ とができる。この よ うな承認を得た信号般には，徐行許容標

識を添装することになっている。この際識は信号の権威をはな

はだしく低下するものである

から，これが施設はでき得る

かぎりさける ように信号機の

建値位低を変えるべきである。

エ 入換信号自慢 (shunting

s ignal ) 停車場桝内における

車両の入換作業は， 操車織の

誘導により行われるのが建前

になっている。しかし入換作

業のうちには，機関車の入出

障のための俄走総や通路線の

6 入換信号線

ように定例的な入換をする専用の線路があ 7 誘導侶号俄

る。このように特定の作業を行う線路に対

しては， 操111掛の誘滋を廃して列車に準ず

る迎転をする。この入換作業を構内巡転と

いい。この榊内巡ilぼをする所に設ける信号

機を入換信号軽量という。

オ 誘導信号俊 (calling-on signal) 場

内信号機が停止信号を現示している場合，

その進路内に列車を誘導して進入させるこ

とがある。このような場合に手信号により

誘導するのと同様の指示を与える目的で設

けられる信号峻 8 迷方信号磁(腕木式)

を誘滋信号後と

いう 。

(2) 従属信号

線 (subsidiary

signal) 

ア 遠方信号

後 (distant sigｭ

nal; approachｭ

ing s igna l) 列

車の運転速度が

低いときは， 信

号憾の停止信号

現示をみて信号

織ま でに停車す

ることは容易で

あるが， 列車速

度が迷くなり ，

列車が長くなっ

たりする主制動

距離が長くなり，

信号般の停止信

号現示をみてか

ら停車手配をと

ったのでは， 信

号機までに停車

することができ E ・ 目 , " 

栓

僚警
色巳

なくなる。常時 i I ~ I ! ~ I ¥ 
は停車するだけ I J l 1 ! .J \, I 

の制動距離が得 L ー守 j L.__J 
られる場合でも霧 ・ ふぶき等のときは， lt.1!1!!J距離だけの見通し

を得られないこともあるので， 高速度の列車を巡転する線区で

は，その信号軽量がどんな現示をしているかを， 信号機の外方相

当な位置で予告する必要がある。この目的のために主体の信号
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